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１【提出理由】

当社は2019年９月26日開催の取締役会において、2020年４月１日を効力発生日として、当社の完全子会社である株式

会社ＪＩＥＣ(以下「ＪＩＥＣ」といいます。)を吸収合併(以下「本合併」といいます。)することを決議しましたの

で、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第７号の３及び第12号の

規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．吸収合併に関する事項(企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第７号の３に基づく報告) 

 
(１) 当該吸収合併の相手会社についての事項

① 商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社ＪＩＥＣ

本店の所在地 東京都新宿区西新宿６丁目24番１号

代表者の氏名 代表取締役社長　印南　淳

資本金の額 674百万円(2019年３月31日時点)

純資産の額 12,647百万円(2019年３月31日時点)

総資産の額 14,689百万円(2019年３月31日時点)

事業の内容 基盤技術をコアコンピタンスとした情報システムの設計及び構築等
 

 
 
② 最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

事業年度 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期

売上高(百万円) 14,507 14,919 15,262

営業利益(百万円) 1,332 1,345 1,297

経常利益(百万円) 1,338 1,355 1,182

当期純利益(百万円) 916 912 807
 

 
③ 大株主の名称及び発行済株式の総数に占める大株主の持株数の割合

大株主の名称 ＳＣＳＫ株式会社

発行済株式の総数に占める大株主の持株数の割合(自己株式控除後) 100％
 

 
④ 提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社は株式会社ＪＩＥＣの発行済株式を100％保有しております。

人的関係 当社より取締役３名及び監査役１名を派遣しております。

取引関係 当社との間で営業上の取引、当社からの出向等の関係があります。
 

EDINET提出書類

ＳＣＳＫ株式会社(E04830)

臨時報告書

2/4



 

(２) 当該吸収合併の目的

ＪＩＥＣは1985年の創業以来、「プロフェッショナルサービス」を社是に掲げ、顧客や社会が抱えるさまざまな

課題に対し、高度な基盤技術を強みに、先進のITサービスを提供してまいりました。

当社の上場連結子会社であった同社は、2019年４月23日付で当社の完全子会社になっております。これは、親子

上場に伴うＳＣＳＫと少数株主間での利益相反の問題を解消しつつ、両社が有する経営資源を機動的に相互活用で

きる体制を整えることを目的としたものです。

今般、両社は、補完関係にある両社事業の、より一層の融合をいち早く進め、事業基盤、顧客基盤等を一体にし

て事業戦略を遂行することが、ITサービス市場における今後の環境変化に対応し、中長期的なグループ成長に資す

るものと判断し、2020年４月１日付で合併することといたしました。

本合併により、人的・技術的リソースを結集し、より一層の付加価値の高いサービスの拡充を目指します。具体

的には、顧客のデジタルによるビジネス変革(デジタルトランスフォーメーション)を実現するためのシステムの高

度化や、ＪＩＥＣの強みである基盤技術を活かしたシステム間連携等のサービス強化に取り組みます。

今後も、当社グループは、グループ全体での事業構造改革、事業基盤強化に取り組み、中長期的な視点での競争

力強化、持続的な成長の実現を図ってまいります。

 

(３) 当該吸収合併の方法、吸収合併に係る割当の内容その他の吸収合併契約の内容

①吸収合併の方法

　当社を存続会社とし、ＪＩＥＣを消滅会社とする吸収合併方式であります。

②吸収合併に係る割当ての内容

　ＪＩＥＣは当社の完全子会社であることから、本合併に際して株式その他の金銭等の割当てはありません。

③その他の吸収合併契約の内容

　＜合併の日程＞

　取締役会決議日　　　2019年９月26日

　合併契約締結日　　　2019年９月26日

　合併の効力発生日　　2020年４月１日(予定)

 （注）本合併は、当社においては会社法第796条第２項に基づく簡易合併であり、またＪＩＥＣにおいては会社

法　第784条第１項に基づく略式合併であるため、両社において合併契約承認のための株主総会は開催いたしませ

ん。

 
(４) 吸収合併に係る割当ての内容の算出根拠

該当事項はありません。

 

(５) 当該吸収合併の後の吸収合併存続会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

商号 ＳＣＳＫ株式会社

本店の所在地 東京都江東区豊洲３丁目２番20号

代表者の氏名 代表取締役　社長執行役員　最高執行責任者　谷原　徹

資本金の額 21,152百万円

純資産の額 現時点では確定しておりません。

総資産の額 現時点では確定しておりません。

事業の内容
コンサルティング、システム開発、ITインフラ構築、ITマネジメント、BPO、ITハード・ソフ
ト販売まで、ビジネスに必要なすべてのITサービスを、フルラインアップで提供
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２．当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象(企業内容等の開示に関する内

閣府令第19条第２項第12号に基づく報告) 

 
(１) 当該事象の発生年月日

2020年４月１日(本吸収合併の効力発生予定日)

(２) 当該事象の内容

本吸収合併により、その効力発生日にＪＩＥＣから受け入れる純資産の額と、当社が保有するＪＩＥＣの株式の

帳簿価額の差額を、抱合せ株式消滅差益として特別利益に計上する見込みです。

(３) 当該事象の損益に与える影響

当該事象により、2021年３月期の当社個別決算において、抱合せ株式消滅差益約60億円を特別利益として計上す

る見込みです。なお、ＪＩＥＣは当社の完全子会社であるため、連結決算に与える影響はありません。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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